
７
月
に
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
（
以
下
、
「
み

ど
り
戦
略
」
）
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
土
づ
く
り
」
の
内
容
を
中

心
に
、
県
の
普
及
指
導
員
や
研

究
職
員
、J

A

職
員
、J

A

全
農
福

島
関
係
者
な
ど
約
百
名
が
集
い
、

み
ど
り
戦
略
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

み

ど
り
戦
略
と
は

農
林
水
産
業
が
今
後
、
将
来

に
渡
り
持
続
的
に
進
む
た
め
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
目
標
を
持
っ

た
計
画
で
す
。
農
林
水
産
省
は

令
和
３
年
５
月
に
策
定
し
、
令

和
４
年
７
月
に
法
制
化
し
ま
し

た
。
法
制
化
し
た
こ
と
は
、
政

府
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
基
に
、

確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

目
標
実
現
の
た
め
の
技
術
は
、

既
存
は
元
よ
り
、
今
後
開
発
さ

れ
る
革
新
技
術
を
適
宜
導
入
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

技
術
導
入
の
効
果
は
、
個
々
の

圃
場
か
ら
地
球
環
境
に
ま
で
及

ん
で
い
ま
す
。
食
料
シ
ス
テ
ム

の
範
疇
は
、
生
産
部
門
だ
け
で

は
な
く
、
調
達
か
ら
生
産
、
加

工
、
流
通
、
消
費
に
渡
っ
て
お

り
、
規
模
や
部
門
な
ど
広
大
な

つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
み
ど
り
戦
略
はE

U

や
ア

メ
リ
カ
の
農
業
政
策
と
相
似
て

お
り
、SDGs

な
ど
の
国
際
的
な

動
向
に
も
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
農
林
水
産
業
に
と
っ
て

中
心
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

セ

ミ
ナ
ー
の
目
的

広
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、

昨
年
、
肥
料
価
格
高
騰
が
起
こ

り
ま
し
た
。
栽
培
の
基
本
技
術

で
あ
る
「
土
づ
く
り
」
に
焦
点

を
当
て
、
み
ど
り
戦
略
と
の
関

連
に
つ
い
て
知
識
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
面
的
な
広
が
り
の
あ
る
成

果
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、

関
連
す
る
組
織
間
の
連
携
が
不

可
欠
で
す
の
で
、
意
見
交
換
の

場
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

現
在
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
よ
り

「
土
壌
分
析
結
果
に
よ
る
県
内

圃
場
の
実
態
に
つ
い
て
」
、
肥

料
農
薬
課
よ
り
「
堆
肥
を
活
用

し
た
エ
コ
マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
、
技

術
対
策
課
よ
り
「
環
境
に
配
慮

し
た
肥
料
・
農
薬
試
験
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
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「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た

2023年8月号

JA全農福島 肥料農薬部

Vol.2

講

演
の
内
容

基
調
講
演
は
農
研
機
構
農
業

環
境
部
門
の
研
究
者
、
井
原
啓

貴
様
よ
り
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
お
け
る
土
づ
く

り
」
の
演
題
で
、
み
ど
り
戦
略

で
の
土
づ
く
り
の
概
要
に
つ
い

て
情
報
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
原
先
生
は
み
ど
り
戦
略
の
策

定
に
農
林
水
産
省
で
当
時
、
直

接
関
わ
っ
た
方
で
す
。

県
の
関
連
施
策
に
つ
い
て
、

県
農
林
水
産
部
環
境
保
全
農
業

課
の
網
中
主
幹
兼
副
課
長
よ
り
、

県
の
関
連
事
業
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
の
農
業
関
連
試
験
研
究
機

関
で
あ
る
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

の
半
澤
環
境
・
作
物
栄
養
科
長

よ
り
、
土
壌
肥
料
分
野
の
成
果

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

話

題
提
供(

全
農
福
島)

JA
全
農
福
島
肥
料
農
薬
部
よ

り
、
み
ど
り
戦
略
に
関
連
し
た

話

み

写真 基調講演の様子

講

セ

セ

ミ
ナ
ー
を
終
え
て

全
農
は
持
続
可
能
な
農
業
生

産
の
実
現
に
向
け
、
環
境
調
和

型
農
業
に
資
す
る
技
術
等
を

「
グ
リ
ー
ン
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し

て
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
、

同
戦
略
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
今
後
も
必
要
で
あ
る

と
共
に
、
地
域
に
合
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
に
も
、
事

業
の
活
用
や
革
新
技
術
、
認
定

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
県
行

政
や
研
究
機
関
、
生
産
現
場
を

担
う
職
員
、
生
産
者
と
の
連
携
、

議
論
の
場
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

セ
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出典：みどりの食料システム戦略の実現に向けて(農水省 2023)

「みどり戦略に掲げる2050年の目指す姿の実現に向けて、政府は中間目標
として、新たにKPI2030 年目標を決定（令和4年6月21日）しました。

出典：農地土壌をめぐる事情(農水省 2022)

図 農林水産省「農業資材コスト低減及び農作業の安全
確保に関する意識・以降調査」

政府が中間目標を提示

土づくりと土壌診断
の重要性が明示

技術カタログの提示

工程表には、
県の主要品目
の栽培歴を見
直し、2030年
までに、化学
肥料使用量
20%低減、化
学農薬使用量
（リスク換
算）10%低減
が示されまし
た。

〇農地土壌は農業生産の基盤で
あり、農業生産の持続的な維持
向上に向けて「土づくり」に取
り組むことが必要。
〇土壌診断を実施している農業
者は４割にとどまっている(図)。
〇今後、ほぼ全ての農業者が土
壌診断に基づく土づくりが行え
る環境整備が課題。

出典：「みどりの食料システム戦略」技術カタログ Ver.3.0 (農水省 2023)

ＫＰＩ：重要業績評価指標

本カタログは、みどりの食料システム戦略で掲げた各目標
の達成に貢献し、現場への普及が期待される技術をまとめた
ものです。農業・畜産業を対象とし、近年（直近10年程度）
開発された技術と、近い将来、利用可能となる開発中の技術
について紹介しています。内容は順次更新しています。

Ver.3.0では
現在普及可能な技術 ２２５件
2030年までに利用可能な技術 ８１件


